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Ｄ
Ｘ
時
代
の
新
し
い
報
酬
水
準

決
定
ロ
ジ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
手
法

The serialization title

：
職
務
記
述
書
）
に
取
り
ま
と
め
て
職

務
・
役
割
基
準
の
ラ
ン
ク
を
決
定
し
ま

す
（
図
2
）。
そ
の
際
、
部
門
間
格
差

と
部
門
内
序
列
に
関
す
る
認
識
の
す
り

合
わ
せ
に
は
慎
重
を
期
し
ま
す
。

　

部
門
間
格
差
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
を
上
位
に
、
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

を
下
位
に
位
置
付
け
る
の
が
一
般
的
で

す
が
、
喫
緊
の
課
題
が
管
理
会
計
の
構

築
な
ら
財
務
会
計
部
門
、
Ｄ
Ｘ
が
経
営

戦
略
上
の
最
重
要
テ
ー
マ
な
ら
経
営
企

画
部
門
や
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
を
上
位

に
位
置
付
け
て
も
結
構
で
す
。

　

部
門
内
序
列
は
、
最
上
位
（
Ｃ
ｘ
Ｏ
）

か
ら
最
下
位
（
As
）
ま
で
の
格
差
が
成

果
責
任
相
応
か
否
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

図
3
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
成
果
責

任
を
重
く
し
、
ス
タ
ッ
フ
層
は
担
当
職

務
の
遂
行
責
任
の
み
を
負
わ
せ
る
配
点

で
、
上
位
職
ほ
ど
厳
格
化
し
た
例
で
す
。

②
同
一
価
値
同
一
ラ
ン
ク

　

同
じ
職
務
価
値
な
ら
ば
、
雇
用
・
協

働
・
活
用
と
い
う
労
働
契
約
形
態
の
違

い
を
問
わ
ず
同
じ
ラ
ン
ク
に
位
置
付
け

ま
す
。
協
働
・
活
用
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の

非
正
規
社
員
は
、
正
社
員
と
は
雇
用
主

　

本
連
載
の
最
終
回
は
、
Ｆ
Ｈ
Ｃ
Ｍ
体

系
（
図
1
）
を
構
成
す
る
、
新
し
い
コ

ア
人
事
制
度
（
ラ
ン
ク
・
評
価
・
報
酬
・

自
己
学
習
支
援
）
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

ラ
ン
ク
制
度

①
職
務
・
役
割
基
準
に
よ
る
格
付
け

　

す
べ
て
の
職
務
・
役
割
を
、

「
知
見
」

「
問
題
解
決
」

「
達
成
責
任
」

と
い
う
3
軸
（
8
項
目
）
に
お
い
て
10

段
階
で
評
価
し
、Ｊ
Ｄ
（ Job Description

　これまでの取り組みで報酬水準を引き上げられたとして

も、それが一過性のものでは無意味です。人材獲得競争に

おける高い競争力を持続的に発揮するには、仕組み化が必

須となります。そこで必要になるのが、FHCM：フロー

ヒューマンキャピタルマネジメント（流動する人的資本）

に最適化された、職務・役割基準（ジョブ型）の人事制度

への改革です。

最終回

持
続
的
な
競
争
力
を
発
揮
す
る
報
酬
水
準
を
実
現
す
る

コ
ア
人
事
制
度
の
デ
ザ
イ
ン
（
詳
説
版
）

図1　FHCM（フローヒューマンキャピタルマネジメント）体系

配  置戦  略 組  織 流動化
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DX 時代の新しい報酬水準決定ロジックのデザイン手法

①本来PCであるはずの制作がCS化、相当下位だが現状を見れば適切な位置づけ
②情シスはDXの旗手への進化途上で、本来の成果責任から見ると未だ低位
③総務･経理･人事が最低位なのは、レガシーな体制から脱却できていないため妥当

①上級経営幹部への昇格を厳格化するため、CxO-M格差を大きく設定
②幹部候補生同士を競わせつつ敗者復活機会も設けるため、M-L 格差を小さく設定
③経営幹部候補への昇格モチベーションを高めるため、M-J 格差はやや小さく設定
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職位 CMO
最高評点 80

① CxO-M 32

③ M-J 32

Mastery
GM
64

Sr. Specialized
M
48

Specialized
新任M
40

Advanced
L
32

Vocational
S
24

Elementary
J
16

Primary
試用 As
8

② M-L 16

G1

G2

G3

G4

G5

G1

G2

G3

G4

G5

80 1000

800

営業
835

営業

259

104

264

10

40

①制作
576

②情シス
472

③人事
208
経理
198
総務
158

600

400

200

65

50

45

35

30

20

10

職務･役割等級
ジョブ
サイズ

ジョブ
サイズ

ジョブ
グレード

制作

人事

経理

総務

情シス

図2　職務評価の評価軸とレベル定義の例

図3　職務・役割等級の妥当性検証ポイント

高度で複雑な専門分野において、外部から認知される
ほど際立って高い知識･経験を必要とする職務

幅広い経験や能力の発揮によって習得された技術や
実践および理論についての卓越さを必要とする職務

経験を通じて深さや広さが付加された特定の
専門的スキルまたは資格を必要とする職務

実務遂行上の諸手続きあるいはシステムについて
習熟とオペレーションを必要とする職務

標準化された複雑でない定型的業務について
習熟と単純なオペレーションを必要とする職務

基本的な実務知識と技能に関する
トレーニングでできる職務

原理･原則の理解あるいは複雑な事例に基づいた
深くかつ幅広い経験を通じて得た
技術科学･ 専門分野での熟達を必要とする職務

実務上の手続きや先例把握から得られた原理･原則の
理解に基づいた専門分野での
十分な技術的･ 科学的知見を必要とする職務
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る
仕
組
み
（
多
面
観
察
シ
ー
ト
の
活
用

等
）
を
、
導
入
す
る
こ
と
も
必
要
に
な

り
ま
す
。

②
目
標
の
設
定
・
展
開
・
管
理

　

目
標
設
定
に
際
し
て
は
、
成
果
責
任

か
ら
逆
算
し
た
今
年
度
の
必
達
レ
ベ
ル

の
成
果
指
標
（
Ｋ
Ｇ
Ｉ
：K

ey Goal 
Indicator

）
と
、
行
動
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
：

K
ey Perform

ance Indicator

）
を
定

め
ま
す
。

　

目
標
展
開
と
は
、
全
社
の
戦
略
目
標

が
部
門
か
ら
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
ブ
レ
イ

ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
た
上
で
、
す
べ
て
の
個

人
目
標
が
達
成
さ
れ
れ
ば
部
門
目
標
が

達
成
さ
れ
、
す
べ
て
の
部
門
目
標
が
達

成
さ
れ
れ
ば
全
社
戦
略
目
標
が
達
成
さ

れ
る
構
造
状
態
を
意
味
し
ま
す
。

　

設
定
さ
れ
た
目
標
の
達
成
行
動
を
管

理
す
る
の
が
、Ｍ
Ｂ
Ｏ
（M

anagem
ent 

by O
bjectives

：
目
標
管
理
）で
あ
り
、

こ
こ
で
は
Ｏ
Ｋ
Ｒ
（O

bjectives and 
K

ey Results

：
定
性
目
標
と
主
要
定

量
指
標
）
と
ノ
ー
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
導

入
を
推
奨
し
ま
す
。

　

Ｏ
Ｋ
Ｒ
は
、
変
化
す
る
状
況
に
合
わ

せ
て
随
時
目
標
を
見
直
し
、
随
時
評
価

を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
成
長
を
加
速
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
評
価
対
象
は
「
成
果
」

と
「
行
動
」
の
２
つ
で
、
成
果
は
最
終

成
果
の
達
成
度
を
、
行
動
は
成
果
創
出

プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
期
待
行
動
の
充
足

度
に
つ
い
て
評
価
し
ま
す
。

　

現
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て

は
、
評
価
対
象
者
と
の
緊
密
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
対
象
者
に
関
す
る

客
観
的
な
情
報
の
入
手
チ
ャ
ネ
ル
が
必

要
で
す
。
前
者
は
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
後
者
は
対
象
者
と
接
点
を
持
つ
人

か
ら
の
情
報
収
集
が
該
当
し
ま
す
。

　

１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
評
価
対

象
者
と
の
信
頼
関
係
と
心
理
的
安
全
性

の
担
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
安
心
し
て

本
音
で
語
り
合
え
る
環
境
を
整
え
て
、

は
じ
め
て
忌
憚
な
き
討
議
や
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
。
単
に
、
多
数
回

面
談
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
共
に
働
く
同
僚
や
協
働
・
活

用
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の
情
報
は
、
す
べ
て

の
言
動
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

評
価
者
に
と
っ
て
有
益
で
す
。
評
価
者

の
評
価
ス
キ
ル
の
バ
ラ
つ
き
の
補
正
や

情
報
提
供
者
か
ら
の
恣
意
性
を
排
除
す

る
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
し
た
時

点
で
は
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ

（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
／
業
務
、
組
織
の
再
構
築
）

担
当
Ｇ
Ｍ
の
ラ
ン
ク
が
上
位
に
位
置
付

け
ら
れ
、
部
門
全
体
の
ジ
ョ
ブ
サ
イ
ズ

が
拡
大
さ
れ
、
組
織
上
の
位
置
付
け
も

上
位
ラ
ン
ク
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
（
人
事
部
門
改

革
）
に
着
手
し
て
い
な
い
人
事
部
門
の

最
高
人
事
責
任
者
の
ラ
ン
ク
は
、
市
場

価
値
以
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
難
し

く
、
人
事
部
門
の
ラ
ン
ク
も
高
く
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
完
了
と
入
れ
替
わ

り
に
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点

で
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
担
当
Ｇ
Ｍ
と
バ
ッ
ク
オ
フ

ィ
ス
部
門
の
ラ
ン
ク
を
下
げ
る
と
同
時

に
、
最
高
人
事
責
任
者
と
人
事
部
門
の

ラ
ン
ク
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

評
価
制
度

①
評
価
の
目
的
と
対
象

　

評
価
目
的
は
、
査
定
で
は
な
く
育
成

で
あ
り
、
良
い
と
こ
ろ
や
で
き
た
こ
と

が
違
う
た
め
、
ラ
ン
ク
表
に
載
せ
る
根

拠
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

社
内
外
の
壁
を
越
え
て
連
携
す
る
こ
と

を
前
提
と
す
る
組
織
で
は
、
同
じ
ラ
ン

ク
表
に
位
置
付
け
る
方
が
自
然
で
す
。

　

留
意
点
は
、
職
務
は
同
じ
で
も
役
割

の
違
い
が
あ
る
場
合
、
同
じ
ラ
ン
ク
に

位
置
付
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
雇
用
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は

組
織
全
体
へ
の
成
果
責
任
と
、
部
下
育

成
・
後
進
指
導
と
い
う
自
己
成
長
支
援

の
役
割
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
活
用
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
に
後
者
の
役
割
を
担
わ
せ
る

こ
と
は
不
適
切
で
あ
り
、
役
割
部
分
の

ラ
ン
ク
は
下
位
に
位
置
付
け
る
こ
と
が

合
理
的
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
報
酬
制

度
に
お
け
る
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原

則
も
遵
守
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
随
時
変
更
可
能
な
格
付
け

　

職
務
・
役
割
基
準
の
格
付
け
は
、
戦

略
上
の
重
要
性
と
連
動
し
て
位
置
付
け

が
変
わ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型

で
の
格
付
け
変
更
は
昇
降
格
を
意
味
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
質

の
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
Ｄ
Ｘ
の
最
初
の
一
歩
で
あ
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か
は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
巧
拙
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
目
標
設
定
面
談
、
期

中
の
目
標
再
設
定
、
随
時
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
か
ら
評
価
面
談
に
至
る
ま
で
の
１

on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
、
評
価
対
象

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

「
何
を
、
ど
の
よ
う
に
聞
い
て
、
伝
え

る
か
」
を
、
念
入
り
に
計
画
し
て
臨
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
評
価
結
果
を
伝
え
る
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
は
、
評
価
対
象
者
の
レ
デ
ィ

ネ
ス
状
況
に
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
対
象
者

が
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
容
で
き
る
状
況
に

あ
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
ず
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
と
、
内
容
が
い
く
ら
正

し
く
て
も
素
直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
て

い
な
け
れ
ば
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
対
象
者
が
評
価
結
果
に
納

得
し
て
い
な
い
素
振
り
を
見
せ
た
場

合
、
優
先
す
べ
き
は
対
象
者
の
言
い
分

の
傾
聴
で
す
。
思
い
を
吐
露
し
て
も
ら

い
、
わ
だ
か
ま
り
や
認
識
の
ズ
レ
を
解

消
し
て
か
ら
課
題
設
定
と
解
決
方
法
を

共
に
検
討
し
て
、
改
善
行
動
目
標
や
行

動
計
画
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
（
図
4
）。

し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
評
価
手
法
で
、

・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
会
が
少
な
い

・
期
中
に
目
標
変
更
が
し
に
く
い

・
個
人
の
意
欲
と
会
社
の
要
望
の
擦
り

合
わ
せ
が
難
し
い

・
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
欠
落

な
ど
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
運
用
上
の
課
題
解
消

が
期
待
で
き
、
日
々
刻
々
と
変
化
す
る

職
務
の
行
動
管
理
を
行
う
Ｏウ

ー

ダ

Ｏ
Ｄ
Ａ
サ

イ
ク
ル
と
の
相
性
も
よ
く
、
導
入
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ノ
ー
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
、
標
語
（
Ｓ

〜
Ｄ
等
）
を
つ
け
ず
、
長
所
を
伸
ば
す

た
め
に
必
要
な
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
対
応
策

を
丁
寧
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
評
価

手
法
で
す
。
最
終
的
な
総
合
評
価
は
実

施
す
る
の
で
、
評
価
者
の
考
え
方
や
ス

キ
ル
次
第
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
評
価

ス
キ
ル
の
高
度
化
・
標
準
化
と
、
評
価

対
象
者
自
身
に
レ
デ
ィ
ネ
ス
が
整
っ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
高
度
化

　

評
価
制
度
が
適
切
に
機
能
す
る
か
否

自己成長
支  援
自己成長
支  援

評  価評  価

目標設定目標設定

目  標
再設定
目  標
再設定OKR

①評価スキルのレベルアップ
②評価者･評価対象者間の信頼関係の構築
③評価者に関する情報収集チャネルの構築

目標展開プロセス 期初目標設定シート

期中目標再設定後

ノーレイティング

図4　評価体系
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し
か
し
、
諸
手
当
込
み
の
報
酬
額
で

生
活
設
計
し
て
い
る
社
員
の
実
情
に
配

慮
す
る
な
ら
、
諸
手
当
額
を
職
務
・
役

割
給
に
算
入
し
て
水
準
を
決
定
し
て
も

い
い
で
し
ょ
う
（
図
6
）

②
業
績
連
動
賞
与
（
業
績
給
）

　

賞
与
原
資
の
確
保
と
分
配
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
刷
新
し
ま
す
。

　

確
保
ル
ー
ル
は
、
業
績
指
標
と
賞
与

原
資
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
率
を
用
い

て
決
定
し
ま
す
。
業
績
指
標
は
営
業
利

益
や
経
常
利
益
を
選
択
、
賞
与
原
資
は

　

ラ
ン
ク
間
で
は
報
酬
の
逆
転
現
象
は

発
生
せ
ず
、
ラ
ン
ク
を
上
げ
な
い
限
り

大
幅
な
昇
給
は
叶
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

屈
折
昇
給
方
式
は
、
同
一
ラ
ン
ク
に
お

い
て
同
一
評
価
が
続
い
た
場
合
、
上
位

報
酬
ほ
ど
昇
給
額
を
抑
え
る
こ
と
で
昇

格
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
掻
き
立
て
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

勤
務
地
、
家
族
、
住
宅
な
ど
、
個
人

属
性
に
基
づ
く
諸
手
当
は
、
こ
の
報
酬

制
度
に
お
け
る
報
酬
対
象
が
、
職
務
・

役
割
、
業
績
、
長
期
貢
献
報
酬
の
み
な

の
で
存
在
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

報
酬
制
度

①
月
額
報
酬
（
職
務
・
役
割
給
）

・
職
務
、
役
割
給
へ
と
転
換

・
雇
用
、
協
働
、
活
用
と
い
う
労
働
契

約
形
態
の
違
い
を
問
わ
な
い

・
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
を
堅
持

　

さ
ら
に
労
働
契
約
形
態
ご
と
の
期
待

役
割
が
違
え
ば
、
そ
の
分
は
賃
金
に
差

を
つ
け
公
平
性
を
実
現
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
同
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
雇
用
経
営
幹
部

と
協
働
ワ
ー
カ
ー
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
職
務
給
は

同
一
で
す
が
、
部
下
育
成
・
後
進
指
導

と
い
う
組
織
貢
献
を
課
さ
れ
る
雇
用
経

営
幹
部
に
は
役
割
給
が
加
算
さ
れ
、
協

働
ワ
ー
カ
ー
よ
り
も
報
酬
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

報
酬
額
は
マ
ル
チ
レ
ー
ト
階
差
型
で

屈
折
昇
給
方
式
を
採
用
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
ラ
ン
ク
内
基
準
額
を
設
定
し
た
上

で
、
あ
る
程
度
上
下
幅
を
持
た
せ
て
バ

ン
ド
化
し
、
隣
接
バ
ン
ド
が
重
複
し
な

い
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
（
図
5
）。

職務価値別レート

雇用･協働･活用
成果主義
ジョブ型

昇格なき大幅昇給なし

親和性

滞留者の逆転あり

終身雇用
年功主義

メンバーシップ型

基準額

マルチレート シングルレート

重複型 階差型

図5　報酬バンドの種類

図6　報酬体系

職能型 ジョブ型



31 2022.12

DX 時代の新しい報酬水準決定ロジックのデザイン手法

値
を
高
め
る
こ
と
を
支
援
す
る
姿
勢
を

見
せ
る
こ
と
で
、
関
与
姿
勢
に
良
い
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

② 

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
型

　

ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

　

 （C
LM

, C
afeteria-style Learning 

M
enu

）

　

知
見
、
問
題
解
決
、
達
成
責
任
に
関

す
る
様
々
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
、
参
加
資
格
要
件
（
成
果
貢

献
度
に
基
づ
く
ポ
イ
ン
ト
制
）
を
満
た

す
と
判
断
さ
れ
た
、
希
望
者
全
員
（
労

働
契
約
形
態
不
問
）
に
受
講
し
て
も
ら

い
ま
す
。
同
時
に
自
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
環
境
構
築
支
援
策
も
提
供
し
ま
す
。

　

受
講
後
の
テ
ス
ト
合
格
者
に
は
（
社

内
）
資
格
認
定
証
を
授
与
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
昇
格
の
要
件
を
満
た
し
た
こ

と
を
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
に
登
録
し
ま
す
。
社
外
の
協
働
・
活

用
ワ
ー
カ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
利
用
に
関
し

て
は
、
成
果
貢
献
度
に
応
じ
た
ポ
イ
ン

ト
加
算
な
ど
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
提
供
す

る
よ
う
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
支
援
も
検
討

し
ま
す
。

　

な
お
、
リ
ス
キ
ル
、
リ
ラ
ー
ニ
ン
グ

自
己
成
長
支
援
制
度

①
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　
（C

D
, C

areer D
esign

）

　

Ｆ
Ｈ
Ｃ
Ｍ
（
流
動
す
る
人
的
資
本
）

に
お
け
る
自
己
成
長
支
援
制
度
の
主
役

は
働
く
ヒ
ト
自
身
で
あ
り
、
企
業
は
そ

れ
を
支
援
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
を
明

確
に
し
ま
す
。

　

経
営
ト
ッ
プ
や
最
高
人
事
責
任
者
か

ら
働
く
ヒ
ト
に
向
け
て
「
キ
ャ
リ
ア
開

発
は
自
己
責
任
で
あ
り
、
企
業
は
そ
の

支
援
を
す
る
立
場
に
代
わ
っ
た
こ
と
」

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ

（Career D
evelopm

ent Planning

）

研
修
で
「
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
は
自
分
で

デ
ザ
イ
ン
す
る
」
こ
と
を
認
識
し
て
も

ら
い
、
自
分
が
思
い
描
く
キ
ャ
リ
ア
を

実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
知
見
習

得
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

研
修
参
加
時
期
は
、
期
待
役
割
が
変

わ
る
昇
格
時
が
最
適
で
す
。
参
加
者
の

労
働
契
約
形
態
は
不
問
と
し
、
社
外
の

協
働
・
活
用
ワ
ー
カ
ー
に
も
Ｃ
Ｄ
Ｐ
の

重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
市
場
価

（
稼
い
だ
年
度
内
に
即
支
給
）
を
実
現

す
る
こ
と
で
「
成
果
貢
献
し
た
分
、
す

ぐ
手
厚
く
報
わ
れ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
退
職
金
制
度
に
代
わ
る

　

長
期
貢
献
報
酬
施
策

　

退
職
金
は
長
期
貢
献
報
酬
と
し
て
多

く
の
企
業
が
導
入
し
て
き
ま
し
た
が
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
調
達
に
転
換
す
る
な
ら

確
定
給
付
型
退
職
金
制
度
は
存
在
理
由

を
喪
失
し
ま
す
。
経
営
幹
部
（
候
補
）

以
外
の
社
員
を
協
働
・
活
用
人
材
へ
転

換
す
る
際
に
、
退
職
金
制
度
を
廃
止
し

て
積
立
金
も
清
算
し
ま
す
。

　

制
度
廃
止
が
難
し
い
場
合
は
、
ポ
イ

ン
ト
制
確
定
拠
出
型
に
移
行
し
て
、
貢

献
期
間
相
応
の
拠
出
を
負
担
す
る
仕
組

み
に
転
換
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

　

な
お
、
経
営
幹
部
と
重
要
な
協
働
パ

ー
ト
ナ
ー
の
た
め
に
、
長
期
貢
献
意
欲

を
持
っ
て
も
ら
え
る
魅
力
的
な
施
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク

オ
プ
シ
ョ
ン
や
手
厚
い
非
金
銭
報
酬
な

ど
、
企
業
に
よ
っ
て
様
々
な
施
策
を
考

案
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
実
効
性
を

検
証
し
て
立
案
し
ま
し
ょ
う
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
モ
デ
ル
の
年
収
と
月
額
報

酬
か
ら
算
定
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
率

は
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
な
ら

固
定
支
給
分
を
厚
く
、
ハ
イ
リ
ス
ク
・

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
な
ら
薄
く
し
ま
す
。
成

果
主
義
強
化
な
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ

リ
タ
ー
ン
型
（
究
極
は
固
定
分
0
、
業

績
連
動
分
１
０
０
％
）
で
す
。

　

配
分
ル
ー
ル
は
、
ラ
ン
ク
ご
と
に
基

準
額
を
設
定
し
た
上
で
、
個
人
業
績
に

よ
る
振
れ
幅
を
持
た
せ
ま
す
。
標
語
を

つ
け
る
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
場
合
は
、
標

語
と
振
れ
幅
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
必

須
で
す
が
、
ノ
ー
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
も

お
お
よ
そ
の
目
安
を
つ
け
て
お
く
こ
と

は
必
要
で
す
。

　

振
れ
幅
の
さ
じ
加
減
に
は
一
考
を
要

し
ま
す
。
下
位
ラ
ン
ク
者
が
著
し
く
高

い
業
績
を
上
げ
た
と
き
で
も
、
平
均
に

満
た
な
い
上
位
ラ
ン
ク
者
よ
り
賞
与
が

少
な
い
場
合
を
想
定
す
る
と
、
支
給
額

の
逆
転
可
能
性
を
残
す
ほ
う
が
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
の
で
、
議
論
を
尽

く
し
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
目
標
を
上
回
る
高
業
績
に
対

し
決
算
賞
与
を
支
給
す
る
に
は
高
度
な

会
計
シ
ス
テ
ム
が
必
須
で
、Pay N

ow
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働
・
活
用
ワ
ー
カ
ー
ま
で
対
象
を
拡
げ

る
こ
と
は
推
奨
し
ま
せ
ん
（
図
7
）。

●
最
後
に

　

Ｄ
Ｘ
時
代
に
お
い
て
報
酬
水
準
を
引

き
上
げ
る
デ
ザ
イ
ン
手
法
に
つ
い
て
3

回
に
わ
た
り
解
説
し
ま
し
た
。
経
営
体

制
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
的
な

考
え
方
、
コ
ア
人
事
制
度
に
関
す
る
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
必
須
で
あ
る
こ
と

と
、
貴
社
の
脅
威
と
な
る
企
業
で
は
既

に
こ
れ
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
終

え
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
急

成
長
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

旧
き
良
き
時
代
の
経
営
観
、
人
事
観
、

就
労
観
を
断
ち
切
る
こ
と
は
大
変
な
苦

痛
を
伴
い
ま
す
。
改
革
に
挑
戦
し
な
く

て
も
、
あ
と
数
年
程
度
な
ら
現
状
維
持

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
成
長
や
次
世
代
へ
の
承
継

を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
避
け
て
は
通
れ

な
い
改
革
で
あ
り
、
一
刻
も
早
く
着
手

す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。
提
言
の
ご

く
僅
か
な
部
分
で
も
、
貴
社
の
改
革
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
筆
者
冥
利

に
尽
き
ま
す
。

ル
ム
ナ
イ
に
留
め
置
い
て
業
績
貢
献
可

能
な
距
離
に
い
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要

な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

④
ピ
ボ
ッ
ト
（C

P, C
areer Pivot

）

　

企
業
と
働
く
ヒ
ト
が
、
そ
の
関
係
性

を
解
消
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
と

き
、
企
業
が
で
き
る
こ
と
は
当
事
者
の

転
身
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
ミ
ス
マ

ッ
チ
や
ア
ン
フ
ィ
ッ
ト
を
感
じ
た
際
は

ピ
ボ
ッ
ト
（
方
向
転
換
）
す
べ
き
で
あ

り
、
常
日
頃
か
ら
Ｃ
Ｄ
Ｐ
を
見
直
し
、

市
場
価
値
を
把
握
し
て
、
さ
ら
な
る
価

値
向
上
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努

め
て
お
く
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
も

ら
う
の
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、
リ
タ

イ
ヤ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
な
ど
、
本
人
の
意
思
に
よ

る
選
択
を
実
現
で
き
る
方
法
に
つ
い
て

熟
考
す
る
機
会
を
提
供
し
、
本
人
が
出

し
た
答
え
に
則
っ
て
企
業
と
し
て
実
施

可
能
な
範
囲
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
者
は

雇
用
し
て
い
る
経
営
幹
部
（
候
補
）
に

限
定
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
り
、
協

を
目
的
と
し
た
社
会
人
大
学
院
進
学
や

Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
の
た
め
の
留
学
な
ど
も
メ

ニ
ュ
ー
に
含
め
れ
ば
、
世
界
中
の
優
秀

な
人
材
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。

③
マ
ッ
チ
ン
グ

　
（JO

, Job O
pportunities

）

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
得
た
知
見
や
問
題

解
決
手
法
を
駆
使
し
て
業
績
貢
献
す
る

機
会
を
提
供
し
ま
す
。
本
人
の
意
思
を

明
ら
か
に
し
て
も
ら
う
た
め
の
ジ
ョ
ブ

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
自
己
申
告
）
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
企
業
側
が
ど
の
職
務
に

ど
ん
な
人
を
求
め
て
い
る
の
か
、
職
務

内
容
、
待
遇
情
報
等
を
開
示
し
、
閲
覧

者
は
そ
れ
を
見
て
希
望
職
務
に
応
募
し

て
も
ら
い
ま
す
。

　

適
所
適
材
を
実
現
す
る
上
で
不
可
欠

な
仕
組
み
で
す
が
、
全
員
の
希
望
を
叶

え
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
自
社

内
で
難
し
け
れ
ば
社
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ま
で
範
囲
を
拡
げ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
マ
ッ
チ
ン
グ
で
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図7　自己学習支援体系


